
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店
で
は
、
弊
社
単
独
あ
る
い

は
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
と
協
力
し
な
が
ら
、
福
岡
市
の
油
山

市
民
の
森
の
草
刈
り
清
掃
活
動
、
海
の
中
道
の
植
樹
や
海
岸

清
掃
活
動
、
熊
本
市
で
の
児
童
養
護
施
設
の
児
童
を
招
い
て

の
映
画
観
賞
会
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
弊
社
単
独
で
旧
玉
名
干
拓
施
設

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
草
刈
活
動
に
過
年
度
か
ら
継
続

し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
令
和
四
年
度
か
ら
地
域
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
地
域
農
業
の
課
題
に
則
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

一
つ
は
、
熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の
収
穫
作
業
の
継
続
的

な
支
援
活
動
、
も
う
一
つ
は
、
南
阿
蘇
村
で
開
催
し
た
熊
本

地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の
地
域
農
産
物
の
P
R
販
売
活

動
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
を
地
域
に
密
着
し

た
地
産
国
消
の
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の

収
穫
作
業
の
継
続
的
な
支
援

⑴
地
域
の
概
要

熊
本
市
の
西
に
金き
ん
ぽ
う
ざ
ん

峰
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
の
山
肌
に

沿
っ
て
通
称
金
峰
オ
レ
ン
ジ
街
道
と
呼
ば
れ
る
広
域
農
道
が

走
っ
て
い
る
。
農
道
か
ら
一
つ
逸
れ
る
と
、
車
一
台
が
や
っ

と
通
れ
る
く
ら
い
の
細
い
道
が
急
斜
面
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

す
る
か
の
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
に
巡
っ
て
い
る
。

一
帯
は
河か
わ

内ち

と
呼
ば
れ
、有
明
海
に
面
し
て
斜
面
が
開
け
、

手
積
み
の
美
し
い
石
積

の
段
々
畑
が
広
が
っ
て

い
る
。
排
水
が
良
好
で
、

か
つ
太
陽
の
光
に
加
え

て
有
明
海
か
ら
の
反
射

光
が
注
ぐ
条
件
下
で
古

く
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
が

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
樹
園
地
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
五

月
の
連
休
明
け
に
は

一
面
に
ミ
カ
ン
の
白

い
花
が
咲
き
誇
り
、

辺
り
に
広
が
る
そ
の

甘
く
華
や
か
な
香
り

に
心
癒
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
秋
の
収
穫
期
に
な
る
と
、
今
度

は
白
か
ら
果
実
の
黄
色
に
変
化
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
地
域

で
は
、
ミ
カ
ン
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
ミ
カ
ン
栽
培
は
約
二
〇
〇

年
前
に
、
時
の
領
主
が
栽
培
を
推
奨
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
昭
和
三
十
年
代
に
開
園
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
の
ミ

カ
ン
団
地
を
形
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵
高
機
能
選
果
場
の
整
備
と
残
さ
れ
た
課
題

熊
本
県
の
ミ
カ
ン
の
生
産
量
は
、
近
年
、
全
国
の
一
割
以

上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
全
国
第
四
位
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
ミ
カ
ン
は
「
河
内
の
み
か
ん
」
と
し
て
全
国
的
に
も
名

を
馳
せ
て
い
る
。

国
産
の
需
要
が
多
い

中
、J
A
熊
本
市
で
は
、

平
成
十
二
年
に
四
箇
所

に
分
散
し
て
い
た
選
果

場
を
一
カ
所
に
統
合
、

さ
ら
に
平
成
二
十
二
年

に
は
光
セ
ン
サ
ー
非
破

壊
選
別
シ
ス
テ
ム
を
導

入
、
皮
を
剥
く
こ
と
な

く
一
個
々
の
ミ
カ
ン
の

酸
度
や
糖
度
の
測
定
が

vol.10 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
域
に
密
着
し
地
産
国
消
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社

九
州
支
店

　
　廣
瀬

裕
一

統合され最新の選果設備を備えた集荷場
有明海に面して開ける
石積の段々畑

金峰山

熊本県

有明海有明海

ミカン産地の位置

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る
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設
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頼
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ラ
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ラ
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に
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込
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シ
ス
テ
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導
入
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流
の
効
率
化
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図
ら
れ
て
い
る
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方
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、
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峻
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地
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の

た
め
河
川
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乏
し
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確
保
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難
し
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傾
斜
の
段
々
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除
・

施
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な
ど
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管
理
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収
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重
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と
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上
げ
ら
れ
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継
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農
家
の

高
齢
化
と
い
う
全
国
共
通
の
課
題
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抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
ミ
カ
ン
は
比
較
的
貯
蔵
が
効
く
果
物
で
あ
り
な
が

ら
、
生
食
用
と
し
て
は
収
穫
時
期
を
逃
せ
な
い
と
い
う
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
皮
浮
き
が
発
生
し
て
品

質
が
低
下
し
、
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
行
き
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
弊
社
で
は
、
歴
史
あ
る

貴
重
な
産
地
を
維
持
し
、
消
費
を
下
支
え
す
る
支
援
は
で
き

な
い
も
の
か
と
い
う
思
い
で
、
令
和
四
年
度
か
ら
収
穫
作
業

の
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

⑶
支
援
を
必
要
と
す
る
農
家
と
の
縁
組
（
熊
本
県
〝
農
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
〞）

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
は
い
る
と
分
か
っ
て
は
い

て
も
、
地
域
と
の
接
点
が
乏
し
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弊
社
で
は
農
家
を
見
つ
け

る
の
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、
熊

本
県
が
行
っ
て
い
る
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
の
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
熊
本
県
が
令
和
二
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
や
団
体
、
そ
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
県
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
、
県
が
条
件
の
マ
ッ
チ
す
る
者
同
士
を

結
び
つ
け
て
く
れ
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
ら
県
か
ら

受
入
農
家
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
は
当
事
者
間
で
作
業
内

容
、
準
備
す
る
物
な
ど
の
詳
細
な
確
認
を
行
い
支
援
実
施
に

至
る
。

参
考
ま
で
に
、
こ
の
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、熊
本
の
民
放
（
テ
レ
ビ
く
ま
も
と
）

の
「
G
O
！
く
ま
も
ん
☆
ナ
ビ
」
で
も
紹
介
さ
れ
、
現
在
、

放
映
内
容
が
Y
o
u
T
u
b
e
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

⑷
ミ
カ
ン
収
穫
支
援
の
実
施

直
近
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に
社
員
六
名
が
参
加
し
収

穫
作
業
を
支
援
し
た
。
受
入
農
家
は
、
約
二
ha
の
歴
代
の
ミ

カ
ン
専
業
農
家
で
、
労
働
力
は
六
十
代
の
夫
婦
の
二
人
の
み

で
あ
っ
た
。
終
日
か
け
て
、
コ
ン
テ
ナ
箱
約
一
〇
〇
ケ
ー
ス

の
収
穫
を
行
っ
た
。

運
搬
用
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
無
く
、
残
念
な
が
ら
人
力
に
頼

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
収
穫
ミ
カ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
箱
は
二
〇
㎏ 

を
超
え
る
。
高
低
差
の
あ
る
石
垣
を
上
段
へ
と
繰
り
返
し
人
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小
運
搬
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ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
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想
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絶
す
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労
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あ
っ
た
。
長
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歴
史
を
繋
い
で
き
た
農
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の
苦

労
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頭
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下
が
る
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し
た
。
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収
穫
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熟
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多
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要
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。
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が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
域
に
密
着
し
地
産
国
消
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社

九
州
支
店

　
　廣
瀬

裕
一

統合され最新の選果設備を備えた集荷場
有明海に面して開ける
石積の段々畑

金峰山

熊本県

有明海有明海

ミカン産地の位置

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

可
能
な
設
備
を
備
え
、
消
費
者
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る
ブ
ラ

ン
ド
に
前
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
荷
先
毎
の
ト
ラ
ッ
ク
に

自
動
で
積
み
込
む
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
物
流
の
効
率
化
も

図
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
課
題
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
急
峻
な
地
形
の

た
め
河
川
水
が
乏
し
く
重
要
な
防
除
用
水
の
確
保
が
難
し
い

こ
と
、
急
傾
斜
の
段
々
畑
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
剪
定
・
防
除
・

施
肥
な
ど
の
管
理
作
業
や
収
穫
作
業
が
非
常
に
重
労
働
に
な

る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
後
継
者
不
足
、
農
家
の

高
齢
化
と
い
う
全
国
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
ミ
カ
ン
は
比
較
的
貯
蔵
が
効
く
果
物
で
あ
り
な
が

ら
、
生
食
用
と
し
て
は
収
穫
時
期
を
逃
せ
な
い
と
い
う
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
皮
浮
き
が
発
生
し
て
品

質
が
低
下
し
、
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
行
き
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
弊
社
で
は
、
歴
史
あ
る

貴
重
な
産
地
を
維
持
し
、
消
費
を
下
支
え
す
る
支
援
は
で
き

な
い
も
の
か
と
い
う
思
い
で
、
令
和
四
年
度
か
ら
収
穫
作
業

の
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

⑶
支
援
を
必
要
と
す
る
農
家
と
の
縁
組
（
熊
本
県
〝
農
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
〞）

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
は
い
る
と
分
か
っ
て
は
い

て
も
、
地
域
と
の
接
点
が
乏
し
い
弊
社
で
は
農
家
を
見
つ
け

る
の
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、
熊

本
県
が
行
っ
て
い
る
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
の
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
熊
本
県
が
令
和
二
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
や
団
体
、
そ
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
県
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
、
県
が
条
件
の
マ
ッ
チ
す
る
者
同
士
を

結
び
つ
け
て
く
れ
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
ら
県
か
ら

受
入
農
家
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
は
当
事
者
間
で
作
業
内

容
、
準
備
す
る
物
な
ど
の
詳
細
な
確
認
を
行
い
支
援
実
施
に

至
る
。

参
考
ま
で
に
、
こ
の
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、熊
本
の
民
放
（
テ
レ
ビ
く
ま
も
と
）

の
「
G
O
！
く
ま
も
ん
☆
ナ
ビ
」
で
も
紹
介
さ
れ
、
現
在
、

放
映
内
容
が
Y
o
u
T
u
b
e
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

⑷
ミ
カ
ン
収
穫
支
援
の
実
施

直
近
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に
社
員
六
名
が
参
加
し
収

穫
作
業
を
支
援
し
た
。
受
入
農
家
は
、
約
二
ha
の
歴
代
の
ミ

カ
ン
専
業
農
家
で
、
労
働
力
は
六
十
代
の
夫
婦
の
二
人
の
み

で
あ
っ
た
。
終
日
か
け
て
、
コ
ン
テ
ナ
箱
約
一
〇
〇
ケ
ー
ス

の
収
穫
を
行
っ
た
。

運
搬
用
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
無
く
、
残
念
な
が
ら
人
力
に
頼

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
収
穫
ミ
カ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
箱
は
二
〇
㎏ 

を
超
え
る
。
高
低
差
の
あ
る
石
垣
を
上
段
へ
と
繰
り
返
し
人

力
で
小
運
搬
し
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
作
業
は
想
像
を
絶
す

る
重
労
働
で
あ
っ
た
。
長
い
歴
史
を
繋
い
で
き
た
農
家
の
苦

労
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
、
収
穫
に
は
、
熟
練
と
言
わ
な
い
ま
で
も
多
少
の
要

領
が
必
要
だ
っ
た
。
ヘ
タ
部
分
は
、一
度
枝
か
ら
切
り
と
り
、

手
元
で
確
認
し
な
が
ら
再
び
短
く
切
り
直
す
よ
う
指
導
さ
れ

熊本県 “農人ボランティア” の仕組み
出典：熊本県ホームぺージ「農人ボランティア」から引用・加工

段差のある石垣間を人力で小運搬収穫作業

予定エリアの収穫を終え
安堵の農家と社員

休憩時間は農家との
貴重な意見交換の時
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店
で
は
、
弊
社
単
独
あ
る
い

は
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
と
協
力
し
な
が
ら
、
福
岡
市
の
油
山

市
民
の
森
の
草
刈
り
清
掃
活
動
、
海
の
中
道
の
植
樹
や
海
岸

清
掃
活
動
、
熊
本
市
で
の
児
童
養
護
施
設
の
児
童
を
招
い
て

の
映
画
観
賞
会
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
弊
社
単
独
で
旧
玉
名
干
拓
施
設

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
草
刈
活
動
に
過
年
度
か
ら
継
続

し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
令
和
四
年
度
か
ら
地
域
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
地
域
農
業
の
課
題
に
則
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

一
つ
は
、
熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の
収
穫
作
業
の
継
続
的

な
支
援
活
動
、
も
う
一
つ
は
、
南
阿
蘇
村
で
開
催
し
た
熊
本

地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の
地
域
農
産
物
の
P
R
販
売
活

動
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
を
地
域
に
密
着
し

た
地
産
国
消
の
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の

収
穫
作
業
の
継
続
的
な
支
援

⑴
地
域
の
概
要

熊
本
市
の
西
に
金き
ん
ぽ
う
ざ
ん

峰
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
の
山
肌
に

沿
っ
て
通
称
金
峰
オ
レ
ン
ジ
街
道
と
呼
ば
れ
る
広
域
農
道
が

走
っ
て
い
る
。
農
道
か
ら
一
つ
逸
れ
る
と
、
車
一
台
が
や
っ

と
通
れ
る
く
ら
い
の
細
い
道
が
急
斜
面
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

す
る
か
の
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
に
巡
っ
て
い
る
。

一
帯
は
河か
わ

内ち

と
呼
ば
れ
、有
明
海
に
面
し
て
斜
面
が
開
け
、

手
積
み
の
美
し
い
石
積

の
段
々
畑
が
広
が
っ
て

い
る
。
排
水
が
良
好
で
、

か
つ
太
陽
の
光
に
加
え

て
有
明
海
か
ら
の
反
射

光
が
注
ぐ
条
件
下
で
古

く
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
が

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
樹
園
地
に
足
を

踏
み
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れ
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と
、
五
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の
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休
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に
は

一
面
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ミ
カ
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の
白
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花
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咲
き
誇
り
、

辺
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広
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そ
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甘
く
華
や
か
な
香
り
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心
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さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
秋
の
収
穫
期
に
な
る
と
、
今
度

は
白
か
ら
果
実
の
黄
色
に
変
化
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
地
域

で
は
、
ミ
カ
ン
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
ミ
カ
ン
栽
培
は
約
二
〇
〇

年
前
に
、
時
の
領
主
が
栽
培
を
推
奨
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
昭
和
三
十
年
代
に
開
園
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
の
ミ

カ
ン
団
地
を
形
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵
高
機
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選
果
場
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整
備
と
残
さ
れ
た
課
題

熊
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県
の
ミ
カ
ン
の
生
産
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は
、
近
年
、
全
国
の
一
割
以

上
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シ
ェ
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を
占
め
全
国
第
四
位
を
誇
っ
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お
り
、
こ
の
地

域
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ミ
カ
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は
「
河
内
の
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ん
」
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し
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全
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的
に
も
名
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。

国
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の
需
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多
い

中
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A
熊
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四
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破
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カ
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潮
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り
、地
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の
解
決
、社
会
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献
の
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点
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視
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つ
つ
あ
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。
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め
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員
各
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が
関
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機
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と
の
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･
協
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図
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が
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地
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国
消
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介
し
、地
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会
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献
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す
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行
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の
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化
を
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る
。
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六
十
代
の
夫
婦
の
二
人
の
み

で
あ
っ
た
。
終
日
か
け
て
、
コ
ン
テ
ナ
箱
約
一
〇
〇
ケ
ー
ス

の
収
穫
を
行
っ
た
。

運
搬
用
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
無
く
、
残
念
な
が
ら
人
力
に
頼

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
収
穫
ミ
カ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
箱
は
二
〇
㎏ 

を
超
え
る
。
高
低
差
の
あ
る
石
垣
を
上
段
へ
と
繰
り
返
し
人

力
で
小
運
搬
し
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
作
業
は
想
像
を
絶
す

る
重
労
働
で
あ
っ
た
。
長
い
歴
史
を
繋
い
で
き
た
農
家
の
苦

労
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
、
収
穫
に
は
、
熟
練
と
言
わ
な
い
ま
で
も
多
少
の
要

領
が
必
要
だ
っ
た
。
ヘ
タ
部
分
は
、一
度
枝
か
ら
切
り
と
り
、

手
元
で
確
認
し
な
が
ら
再
び
短
く
切
り
直
す
よ
う
指
導
さ
れ

熊本県 “農人ボランティア” の仕組み
出典：熊本県ホームぺージ「農人ボランティア」から引用・加工

段差のある石垣間を人力で小運搬収穫作業

予定エリアの収穫を終え
安堵の農家と社員

休憩時間は農家との
貴重な意見交換の時

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社
九
州
支
店
で
は
、
弊
社
単
独
あ
る
い

は
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
と
協
力
し
な
が
ら
、
福
岡
市
の
油
山

市
民
の
森
の
草
刈
り
清
掃
活
動
、
海
の
中
道
の
植
樹
や
海
岸

清
掃
活
動
、
熊
本
市
で
の
児
童
養
護
施
設
の
児
童
を
招
い
て

の
映
画
観
賞
会
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
弊
社
単
独
で
旧
玉
名
干
拓
施
設

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
草
刈
活
動
に
過
年
度
か
ら
継
続

し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
令
和
四
年
度
か
ら
地
域
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
地
域
農
業
の
課
題
に
則
し
た
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

一
つ
は
、
熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の
収
穫
作
業
の
継
続
的

な
支
援
活
動
、
も
う
一
つ
は
、
南
阿
蘇
村
で
開
催
し
た
熊
本

地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の
地
域
農
産
物
の
P
R
販
売
活

動
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
を
地
域
に
密
着
し

た
地
産
国
消
の
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

熊
本
市
の
ミ
カ
ン
産
地
の

収
穫
作
業
の
継
続
的
な
支
援

⑴
地
域
の
概
要

熊
本
市
の
西
に
金き
ん
ぽ
う
ざ
ん

峰
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
の
山
肌
に

沿
っ
て
通
称
金
峰
オ
レ
ン
ジ
街
道
と
呼
ば
れ
る
広
域
農
道
が

走
っ
て
い
る
。
農
道
か
ら
一
つ
逸
れ
る
と
、
車
一
台
が
や
っ

と
通
れ
る
く
ら
い
の
細
い
道
が
急
斜
面
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

す
る
か
の
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
に
巡
っ
て
い
る
。

一
帯
は
河か
わ

内ち

と
呼
ば
れ
、有
明
海
に
面
し
て
斜
面
が
開
け
、

手
積
み
の
美
し
い
石
積

の
段
々
畑
が
広
が
っ
て

い
る
。
排
水
が
良
好
で
、

か
つ
太
陽
の
光
に
加
え

て
有
明
海
か
ら
の
反
射

光
が
注
ぐ
条
件
下
で
古

く
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
が

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
樹
園
地
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
五

月
の
連
休
明
け
に
は

一
面
に
ミ
カ
ン
の
白

い
花
が
咲
き
誇
り
、

辺
り
に
広
が
る
そ
の

甘
く
華
や
か
な
香
り

に
心
癒
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
秋
の
収
穫
期
に
な
る
と
、
今
度

は
白
か
ら
果
実
の
黄
色
に
変
化
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
地
域

で
は
、
ミ
カ
ン
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
ミ
カ
ン
栽
培
は
約
二
〇
〇

年
前
に
、
時
の
領
主
が
栽
培
を
推
奨
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
昭
和
三
十
年
代
に
開
園
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
の
ミ

カ
ン
団
地
を
形
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵
高
機
能
選
果
場
の
整
備
と
残
さ
れ
た
課
題

熊
本
県
の
ミ
カ
ン
の
生
産
量
は
、
近
年
、
全
国
の
一
割
以

上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
全
国
第
四
位
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
ミ
カ
ン
は
「
河
内
の
み
か
ん
」
と
し
て
全
国
的
に
も
名

を
馳
せ
て
い
る
。

国
産
の
需
要
が
多
い

中
、J
A
熊
本
市
で
は
、

平
成
十
二
年
に
四
箇
所

に
分
散
し
て
い
た
選
果

場
を
一
カ
所
に
統
合
、

さ
ら
に
平
成
二
十
二
年

に
は
光
セ
ン
サ
ー
非
破

壊
選
別
シ
ス
テ
ム
を
導

入
、
皮
を
剥
く
こ
と
な

く
一
個
々
の
ミ
カ
ン
の

酸
度
や
糖
度
の
測
定
が

vol.10 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
域
に
密
着
し
地
産
国
消
に
貢
献
す
る

東
急
建
設
株
式
会
社

九
州
支
店

　
　廣
瀬

裕
一

統合され最新の選果設備を備えた集荷場
有明海に面して開ける
石積の段々畑

金峰山

熊本県

有明海有明海

ミカン産地の位置

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

可
能
な
設
備
を
備
え
、
消
費
者
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る
ブ
ラ

ン
ド
に
前
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
荷
先
毎
の
ト
ラ
ッ
ク
に

自
動
で
積
み
込
む
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
物
流
の
効
率
化
も

図
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
課
題
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
急
峻
な
地
形
の

た
め
河
川
水
が
乏
し
く
重
要
な
防
除
用
水
の
確
保
が
難
し
い

こ
と
、
急
傾
斜
の
段
々
畑
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
剪
定
・
防
除
・

施
肥
な
ど
の
管
理
作
業
や
収
穫
作
業
が
非
常
に
重
労
働
に
な

る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
後
継
者
不
足
、
農
家
の

高
齢
化
と
い
う
全
国
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
ミ
カ
ン
は
比
較
的
貯
蔵
が
効
く
果
物
で
あ
り
な
が

ら
、
生
食
用
と
し
て
は
収
穫
時
期
を
逃
せ
な
い
と
い
う
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
皮
浮
き
が
発
生
し
て
品

質
が
低
下
し
、
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
行
き
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
弊
社
で
は
、
歴
史
あ
る

貴
重
な
産
地
を
維
持
し
、
消
費
を
下
支
え
す
る
支
援
は
で
き

な
い
も
の
か
と
い
う
思
い
で
、
令
和
四
年
度
か
ら
収
穫
作
業

の
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

⑶
支
援
を
必
要
と
す
る
農
家
と
の
縁
組
（
熊
本
県
〝
農
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
〞）

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
は
い
る
と
分
か
っ
て
は
い

て
も
、
地
域
と
の
接
点
が
乏
し
い
弊
社
で
は
農
家
を
見
つ
け

る
の
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、
熊

本
県
が
行
っ
て
い
る
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
の
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
熊
本
県
が
令
和
二
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い
る
農
家
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
や
団
体
、
そ
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
県
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
、
県
が
条
件
の
マ
ッ
チ
す
る
者
同
士
を

結
び
つ
け
て
く
れ
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
ら
県
か
ら

受
入
農
家
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
は
当
事
者
間
で
作
業
内

容
、
準
備
す
る
物
な
ど
の
詳
細
な
確
認
を
行
い
支
援
実
施
に

至
る
。

参
考
ま
で
に
、
こ
の
〝
農
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、熊
本
の
民
放
（
テ
レ
ビ
く
ま
も
と
）

の
「
G
O
！
く
ま
も
ん
☆
ナ
ビ
」
で
も
紹
介
さ
れ
、
現
在
、

放
映
内
容
が
Y
o
u
T
u
b
e
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

⑷
ミ
カ
ン
収
穫
支
援
の
実
施

直
近
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に
社
員
六
名
が
参
加
し
収

穫
作
業
を
支
援
し
た
。
受
入
農
家
は
、
約
二
ha
の
歴
代
の
ミ

カ
ン
専
業
農
家
で
、
労
働
力
は
六
十
代
の
夫
婦
の
二
人
の
み

で
あ
っ
た
。
終
日
か
け
て
、
コ
ン
テ
ナ
箱
約
一
〇
〇
ケ
ー
ス

の
収
穫
を
行
っ
た
。

運
搬
用
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
無
く
、
残
念
な
が
ら
人
力
に
頼

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
収
穫
ミ
カ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
箱
は
二
〇
㎏ 

を
超
え
る
。
高
低
差
の
あ
る
石
垣
を
上
段
へ
と
繰
り
返
し
人

力
で
小
運
搬
し
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
作
業
は
想
像
を
絶
す

る
重
労
働
で
あ
っ
た
。
長
い
歴
史
を
繋
い
で
き
た
農
家
の
苦

労
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
、
収
穫
に
は
、
熟
練
と
言
わ
な
い
ま
で
も
多
少
の
要

領
が
必
要
だ
っ
た
。
ヘ
タ
部
分
は
、一
度
枝
か
ら
切
り
と
り
、

手
元
で
確
認
し
な
が
ら
再
び
短
く
切
り
直
す
よ
う
指
導
さ
れ
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た
。
手
間
だ
が
、
ヘ
タ
の
未
処
理
が
原
因
で
運
搬
時
に
他
の

ミ
カ
ン
の
皮
を
傷
つ
け
、
そ
こ
か
ら
雑
菌
が
浸
入
し
保
存
中

に
腐
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑸
支
援
の
成
果

休
憩
も
昼
食
も
ミ
カ
ン
園
で
受
入
農
家
と
一
緒
に
と
っ

た
。
話
が
弾
み
、
栽
培
管
理
の
大
変
さ
、
後
継
者
問
題
、
地

域
の
農
業
の
問
題
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
交
流
が

深
ま
っ
た
こ
と
で
、
生
産
者
へ
の
理
解
や
食
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
継
続
的
な
支
援
活
動
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
一
番

の
成
果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
の
情
報
を
熊
本
県
内
の
東
急
グ
ル
ー

プ
各
社
に
も
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
の

支
援
に
拡
大
し
た
こ
と
も
非
常
に
意
義
深
か
っ
た
。

他
方
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
確
保
が
難
し

く
、
収
穫
適
期
も
限
ら
れ
る
中
で
の
支
援
は
非
常
に
助
か
っ

た
、
と
感
謝
さ
れ
た
。

地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
産
地
を
支
え
る
一
助
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
の
広
が
り
に
期
待
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の

地
域
農
産
物
の
販
売

⑴
南
阿
蘇
村
の
熊
本
地
震
被
害

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
熊
本
地
方
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に
、
十
六
日
に
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
本
震
が
襲
い
最
大
震
度
七
を
記

録
し
た
。
南
阿
蘇
村
（
以
下
「
村
」
と
い
う
。）
で
は
、
強

い
揺
れ
と
と
も
に
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
が
村
の
各
所
を
襲
っ

た
。
崩
壊
土
砂
は
、
大
動
脈
の
国
道
五
七
号
線
を
寸
断
し
阿

蘇
大
橋
を
飲
み
込
み
、
河
陽
地
区
で
は
住
宅
団
地
を
襲
い
多

数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
被
害
は
、
村
全
体
で
三
一
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
家
屋
被
害
は
半
壊
以
上
が
一
六
〇
〇
棟
を

超
え
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
、
農

地
や
農
業
用
施
設
へ
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
容
易
い
。
主
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。

⑵
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

阿
蘇
大
橋
の
落
橋
箇
所
に
程
近
い
所
に
弊
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
〝
阿
蘇
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
〞（
以
下
「
ゴ
ル

フ
場
」
と
い
う
。）
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
場
も
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
全
損
、
コ
ー
ス
や
駐
車
場
に
は
一
m
を
超
す
段
差
の
地
割

れ
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
約
二
年
間

の
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
復
旧
の
過
程
で
は
地
域
か
ら

の
多
く
の
助
け
を
も
ら
い
、
よ
う
や
く
平
成
三
十
年
七
月
に

全
面
営
業
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
の
営
業
再
開
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
へ
の
感
謝
と
地
震

か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
何
か
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
村

と
も
相
談
し
た
結
果
、
弊
社
を
含
む
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
で

協
力
し
て
、
復
興
し
た
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
地
震
発
生
の

毎
年
四
月
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
令
和
元
年
度
に
初
回
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
合
わ
せ
た
年
も
あ
っ
た
が
、
令

和
五
年
ま
で
に
四
回
開
催
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
を
終
日
無
料
で
開
放
し
、
村

の
復
興
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
（
国
土
交
通
省
協
力
）、
警
察
・

消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
、
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
を
一
般
開
放
し
、
草
ス
キ
ー
、
ミ
ニ
動
物
園
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
※
や
県
出
身
の
元
J
リ
ー
ガ
ー
を
呼
ん
で
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、家
族
が
終
日
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
、

多
い
年
に
は
約
四
千
人
が
来
場
し
た
。

※
木
に
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
登
る
遊
び

１mを超える段差の発生とクラブハウスの全損

阿蘇東急ゴルフ場の被害

復興イベント「阿蘇東急でアソぼう♪」

⑶
南
阿
蘇
村
と
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協

定
を
締
結

イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
る
中
で
、
地
震
か
ら
の
復
興
の
歩
み
を

皆
で
教
訓
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
元
を
よ
り
盛

り
上
げ
て
い
く
試
み
は
出
来
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
こ
え

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
三
月
、
弊
社
と
村
で
「
地

域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
結
び
、
農

業
の
復
興
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
の
振
興
方

針
に
沿
う
形
の
活
動
が
一
番
良
い
と
考
え
、
村
と
の
協
定
締

結
を
選
択
し
た
。

協
定
は
、
何
を
P
R
し
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
か
は
村
の

意
向
が
最
大
限
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い

る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
弊
社
が
P
R
を
含
め
お
手
伝
い
し

ま
す
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
む
案
件
毎
に

生
じ
る
細
か
な
決
め
事
は
、
別
に
覚
書
を
結
び
対
応
す
る
よ

う
に
し
た
。

⑷
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
農
産
物
を
販
売

協
定
の
第
一
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、
前
記
で
紹
介
し
た

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」
で
、
地
域
で

採
れ
る
農
産
物
や
加
工
品
を
P
R
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
村
と
協
力
し
て
出
店
し
た
店
舗
の
名
は
「
南
阿
蘇
み
な

も
と
」
で
あ
る
。

店
舗
の
場
所
確
保
、
設

営
、
陳
列
机
の
設
置
を
主
に

弊
社
が
行
い
、
販
売
品
の
手

配
、
搬
入
は
主
に
村
が
行
っ

た
。
商
品
の
陳
列
や
販
売
は

両
方
で
協
力
し
て
行
っ
た
。

代
表
的
な
農
産
物
を
写

真
に
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
春
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
冷
た
く
清
ら
か
な
阿
蘇

の
水
で
育
っ
た
小
分
け
し

た
有
機
食
べ
比
べ
米
、
お
に

ぎ
り
、
村
で
生
産
加
工
さ
れ

た
イ
チ
ゴ
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
生
姜
シ
ロ
ッ
プ
、
味
噌
な
ど
を
販
売
し
た
。
加
工
品
の

材
料
は
も
ち
ろ
ん
南
阿
蘇
村
産
で
あ
る
。

⑸
支
援
の
成
果

流
行
り
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
が
あ
る
中
で
、
農
産
物

を
売
る
店
と
し
て
異
色
を
放
っ
た
の
か
、〝
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、

そ
の
場
で
焼
い
て
提
供
し
た
〝
焼
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、
南

阿
蘇
産
米
の
〝
お
に
ぎ
り
〞
が
特
に
好
評
で
完
売
し
た
。

阿
蘇
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
中
で
、
村
外
か
ら
の
来
場

所
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
域
ど
れ
農
産
物
等
を
直
に
見
せ

て
販
売
す
る
こ
と
で
非
常
に
大
き
な
P
R
効
果
を
上
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
買
う
人
の
表
情
、
食
べ
る
人
の
笑
顔

か
ら
手
応
え
感
じ
た
。

終
わ
り
に

ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
の
交
流
で

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
も
生
産
者
と
定
期
的
に
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
継
続
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
は
、
ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
加
え

て
、
熊
本
市
の
ス
イ
カ
産
地
の
収
穫
・
出
荷
の
支
援
も
開
始

し
た
。
ス
イ
カ
は
重
量
野
菜
で
、
高
齢
農
家
に
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

南
阿
蘇
村
の
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
ゴ
ル

フ
場
が
経
営
譲
渡
の
関
係
か
ら
、
令
和
六
年
度
は
イ
ベ
ン
ト

自
体
が
開
催
で
き
ず
活
動
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
、
村
で
は

農
業
公
社
を
中
心
に
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
特
産
物

の
オ
ー
ナ
ー
制
に
活
用
す
る
な
ど
、
懸
命
な
地
域
お
こ
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
協
定
を
活
か
し
た
効
果
的
な
活
動
を
村
と

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

PR販売する弊社社員と村の職員

消費拡大連携

南阿蘇村

生産者

何を売るかや
商品の調達等に
関する調整、諸届に
関すること

販売・PR

公社 小売り その他

東急建設

人的支援や
PRに関すること
その他出店調整
（無償）

※行政の振興方針に沿う活動と
　なるよう村と協定締結

協定のアウトライン

アスパラと小分けした食べ比べ米 イチゴ味のポップコーンなど加工品の品々

南阿蘇村の主な農産物

た
。
手
間
だ
が
、
ヘ
タ
の
未
処
理
が
原
因
で
運
搬
時
に
他
の

ミ
カ
ン
の
皮
を
傷
つ
け
、
そ
こ
か
ら
雑
菌
が
浸
入
し
保
存
中

に
腐
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑸
支
援
の
成
果

休
憩
も
昼
食
も
ミ
カ
ン
園
で
受
入
農
家
と
一
緒
に
と
っ

た
。
話
が
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み
、
栽
培
管
理
の
大
変
さ
、
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問
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、
地

域
の
農
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問
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な
ど
の
話
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で
盛
り
上
が
っ
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深
ま
っ
た
こ
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で
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へ
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解
や
食
へ
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関
心
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高

ま
り
、
継
続
的
な
支
援
活
動
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
一
番

の
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果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
の
情
報
を
熊
本
県
内
の
東
急
グ
ル
ー

プ
各
社
に
も
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
の

支
援
に
拡
大
し
た
こ
と
も
非
常
に
意
義
深
か
っ
た
。

他
方
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
確
保
が
難
し

く
、
収
穫
適
期
も
限
ら
れ
る
中
で
の
支
援
は
非
常
に
助
か
っ

た
、
と
感
謝
さ
れ
た
。

地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
産
地
を
支
え
る
一
助
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
の
広
が
り
に
期
待
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の

地
域
農
産
物
の
販
売

⑴
南
阿
蘇
村
の
熊
本
地
震
被
害

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
熊
本
地
方
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に
、
十
六
日
に
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
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七
・
三
の
本
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が
襲
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最
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七
を
記

録
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。
南
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（
以
下
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」
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う
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は
、
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っ
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襲
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傷
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被
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、
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尊
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れ
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家
屋
被
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半
壊
以
上
が
一
六
〇
〇
棟
を

超
え
た
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交
通
イ
ン
フ
ラ
被
害
、
ラ
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ラ
イ
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、
農
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農
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施
設
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害
も
甚
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あ
っ
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こ
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に
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い
。
主
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
も
大
き
な
打
撃

を
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た
。
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催
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落
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下
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追
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で
は
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。
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で
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を
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、
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生
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四
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、
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イ
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ト
「
阿
蘇
東
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で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」

を
開
催
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る
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に
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た
。
令
和
元
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に
初
回
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
合
わ
せ
た
年
も
あ
っ
た
が
、
令

和
五
年
ま
で
に
四
回
開
催
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
を
終
日
無
料
で
開
放
し
、
村

の
復
興
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
（
国
土
交
通
省
協
力
）、
警
察
・

消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
、
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
を
一
般
開
放
し
、
草
ス
キ
ー
、
ミ
ニ
動
物
園
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
※
や
県
出
身
の
元
J
リ
ー
ガ
ー
を
呼
ん
で
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、家
族
が
終
日
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
、

多
い
年
に
は
約
四
千
人
が
来
場
し
た
。

※
木
に
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
登
る
遊
び

１mを超える段差の発生とクラブハウスの全損

阿蘇東急ゴルフ場の被害

復興イベント「阿蘇東急でアソぼう♪」

⑶
南
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蘇
村
と
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産
物
の
消
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拡
大
に
向
け
た
連
携
協

定
を
締
結
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ベ
ン
ト
を
重
ね
る
中
で
、
地
震
か
ら
の
復
興
の
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み
を

皆
で
教
訓
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
元
を
よ
り
盛

り
上
げ
て
い
く
試
み
は
出
来
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
こ
え

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
三
月
、
弊
社
と
村
で
「
地

域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
結
び
、
農

業
の
復
興
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
の
振
興
方

針
に
沿
う
形
の
活
動
が
一
番
良
い
と
考
え
、
村
と
の
協
定
締

結
を
選
択
し
た
。

協
定
は
、
何
を
P
R
し
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
か
は
村
の

意
向
が
最
大
限
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い

る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
弊
社
が
P
R
を
含
め
お
手
伝
い
し

ま
す
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
む
案
件
毎
に

生
じ
る
細
か
な
決
め
事
は
、
別
に
覚
書
を
結
び
対
応
す
る
よ

う
に
し
た
。

⑷
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
農
産
物
を
販
売

協
定
の
第
一
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、
前
記
で
紹
介
し
た

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」
で
、
地
域
で

採
れ
る
農
産
物
や
加
工
品
を
P
R
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
村
と
協
力
し
て
出
店
し
た
店
舗
の
名
は
「
南
阿
蘇
み
な

も
と
」
で
あ
る
。

店
舗
の
場
所
確
保
、
設

営
、
陳
列
机
の
設
置
を
主
に

弊
社
が
行
い
、
販
売
品
の
手

配
、
搬
入
は
主
に
村
が
行
っ

た
。
商
品
の
陳
列
や
販
売
は

両
方
で
協
力
し
て
行
っ
た
。

代
表
的
な
農
産
物
を
写

真
に
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
春
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
冷
た
く
清
ら
か
な
阿
蘇

の
水
で
育
っ
た
小
分
け
し

た
有
機
食
べ
比
べ
米
、
お
に

ぎ
り
、
村
で
生
産
加
工
さ
れ

た
イ
チ
ゴ
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
生
姜
シ
ロ
ッ
プ
、
味
噌
な
ど
を
販
売
し
た
。
加
工
品
の

材
料
は
も
ち
ろ
ん
南
阿
蘇
村
産
で
あ
る
。

⑸
支
援
の
成
果

流
行
り
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
が
あ
る
中
で
、
農
産
物

を
売
る
店
と
し
て
異
色
を
放
っ
た
の
か
、〝
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、

そ
の
場
で
焼
い
て
提
供
し
た
〝
焼
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、
南

阿
蘇
産
米
の
〝
お
に
ぎ
り
〞
が
特
に
好
評
で
完
売
し
た
。

阿
蘇
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
中
で
、
村
外
か
ら
の
来
場

所
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
域
ど
れ
農
産
物
等
を
直
に
見
せ

て
販
売
す
る
こ
と
で
非
常
に
大
き
な
P
R
効
果
を
上
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
買
う
人
の
表
情
、
食
べ
る
人
の
笑
顔

か
ら
手
応
え
感
じ
た
。

終
わ
り
に

ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
の
交
流
で

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
も
生
産
者
と
定
期
的
に
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
継
続
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
は
、
ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
加
え

て
、
熊
本
市
の
ス
イ
カ
産
地
の
収
穫
・
出
荷
の
支
援
も
開
始

し
た
。
ス
イ
カ
は
重
量
野
菜
で
、
高
齢
農
家
に
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

南
阿
蘇
村
の
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
ゴ
ル

フ
場
が
経
営
譲
渡
の
関
係
か
ら
、
令
和
六
年
度
は
イ
ベ
ン
ト

自
体
が
開
催
で
き
ず
活
動
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
、
村
で
は

農
業
公
社
を
中
心
に
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
特
産
物

の
オ
ー
ナ
ー
制
に
活
用
す
る
な
ど
、
懸
命
な
地
域
お
こ
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
協
定
を
活
か
し
た
効
果
的
な
活
動
を
村
と

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

PR販売する弊社社員と村の職員

消費拡大連携

南阿蘇村

生産者

何を売るかや
商品の調達等に
関する調整、諸届に
関すること

販売・PR

公社 小売り その他

東急建設

人的支援や
PRに関すること
その他出店調整
（無償）

※行政の振興方針に沿う活動と
　なるよう村と協定締結

協定のアウトライン

アスパラと小分けした食べ比べ米 イチゴ味のポップコーンなど加工品の品々

南阿蘇村の主な農産物
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た
。
手
間
だ
が
、
ヘ
タ
の
未
処
理
が
原
因
で
運
搬
時
に
他
の

ミ
カ
ン
の
皮
を
傷
つ
け
、
そ
こ
か
ら
雑
菌
が
浸
入
し
保
存
中

に
腐
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑸
支
援
の
成
果

休
憩
も
昼
食
も
ミ
カ
ン
園
で
受
入
農
家
と
一
緒
に
と
っ

た
。
話
が
弾
み
、
栽
培
管
理
の
大
変
さ
、
後
継
者
問
題
、
地

域
の
農
業
の
問
題
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
交
流
が

深
ま
っ
た
こ
と
で
、
生
産
者
へ
の
理
解
や
食
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
継
続
的
な
支
援
活
動
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
一
番

の
成
果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
の
情
報
を
熊
本
県
内
の
東
急
グ
ル
ー

プ
各
社
に
も
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
の

支
援
に
拡
大
し
た
こ
と
も
非
常
に
意
義
深
か
っ
た
。

他
方
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
確
保
が
難
し

く
、
収
穫
適
期
も
限
ら
れ
る
中
で
の
支
援
は
非
常
に
助
か
っ

た
、
と
感
謝
さ
れ
た
。

地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
産
地
を
支
え
る
一
助
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
の
広
が
り
に
期
待
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の

地
域
農
産
物
の
販
売

⑴
南
阿
蘇
村
の
熊
本
地
震
被
害

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
熊
本
地
方
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に
、
十
六
日
に
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
本
震
が
襲
い
最
大
震
度
七
を
記

録
し
た
。
南
阿
蘇
村
（
以
下
「
村
」
と
い
う
。）
で
は
、
強

い
揺
れ
と
と
も
に
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
が
村
の
各
所
を
襲
っ

た
。
崩
壊
土
砂
は
、
大
動
脈
の
国
道
五
七
号
線
を
寸
断
し
阿

蘇
大
橋
を
飲
み
込
み
、
河
陽
地
区
で
は
住
宅
団
地
を
襲
い
多

数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
被
害
は
、
村
全
体
で
三
一
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
家
屋
被
害
は
半
壊
以
上
が
一
六
〇
〇
棟
を

超
え
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
、
農

地
や
農
業
用
施
設
へ
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
容
易
い
。
主
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。

⑵
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

阿
蘇
大
橋
の
落
橋
箇
所
に
程
近
い
所
に
弊
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
〝
阿
蘇
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
〞（
以
下
「
ゴ
ル

フ
場
」
と
い
う
。）
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
場
も
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
全
損
、
コ
ー
ス
や
駐
車
場
に
は
一
m
を
超
す
段
差
の
地
割

れ
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
約
二
年
間

の
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
復
旧
の
過
程
で
は
地
域
か
ら

の
多
く
の
助
け
を
も
ら
い
、
よ
う
や
く
平
成
三
十
年
七
月
に

全
面
営
業
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
の
営
業
再
開
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
へ
の
感
謝
と
地
震

か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
何
か
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
村

と
も
相
談
し
た
結
果
、
弊
社
を
含
む
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
で

協
力
し
て
、
復
興
し
た
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
地
震
発
生
の

毎
年
四
月
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
令
和
元
年
度
に
初
回
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
合
わ
せ
た
年
も
あ
っ
た
が
、
令

和
五
年
ま
で
に
四
回
開
催
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
を
終
日
無
料
で
開
放
し
、
村

の
復
興
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
（
国
土
交
通
省
協
力
）、
警
察
・

消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
、
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
を
一
般
開
放
し
、
草
ス
キ
ー
、
ミ
ニ
動
物
園
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
※
や
県
出
身
の
元
J
リ
ー
ガ
ー
を
呼
ん
で
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、家
族
が
終
日
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
、

多
い
年
に
は
約
四
千
人
が
来
場
し
た
。

※
木
に
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
登
る
遊
び

１mを超える段差の発生とクラブハウスの全損

阿蘇東急ゴルフ場の被害

復興イベント「阿蘇東急でアソぼう♪」

⑶
南
阿
蘇
村
と
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協

定
を
締
結

イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
る
中
で
、
地
震
か
ら
の
復
興
の
歩
み
を

皆
で
教
訓
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
元
を
よ
り
盛

り
上
げ
て
い
く
試
み
は
出
来
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
こ
え

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
三
月
、
弊
社
と
村
で
「
地

域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
結
び
、
農

業
の
復
興
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
の
振
興
方

針
に
沿
う
形
の
活
動
が
一
番
良
い
と
考
え
、
村
と
の
協
定
締

結
を
選
択
し
た
。

協
定
は
、
何
を
P
R
し
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
か
は
村
の

意
向
が
最
大
限
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い

る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
弊
社
が
P
R
を
含
め
お
手
伝
い
し

ま
す
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
む
案
件
毎
に

生
じ
る
細
か
な
決
め
事
は
、
別
に
覚
書
を
結
び
対
応
す
る
よ

う
に
し
た
。

⑷
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
農
産
物
を
販
売

協
定
の
第
一
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、
前
記
で
紹
介
し
た

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」
で
、
地
域
で

採
れ
る
農
産
物
や
加
工
品
を
P
R
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
村
と
協
力
し
て
出
店
し
た
店
舗
の
名
は
「
南
阿
蘇
み
な

も
と
」
で
あ
る
。

店
舗
の
場
所
確
保
、
設

営
、
陳
列
机
の
設
置
を
主
に

弊
社
が
行
い
、
販
売
品
の
手

配
、
搬
入
は
主
に
村
が
行
っ

た
。
商
品
の
陳
列
や
販
売
は

両
方
で
協
力
し
て
行
っ
た
。

代
表
的
な
農
産
物
を
写

真
に
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
春
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
冷
た
く
清
ら
か
な
阿
蘇

の
水
で
育
っ
た
小
分
け
し

た
有
機
食
べ
比
べ
米
、
お
に

ぎ
り
、
村
で
生
産
加
工
さ
れ

た
イ
チ
ゴ
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
生
姜
シ
ロ
ッ
プ
、
味
噌
な
ど
を
販
売
し
た
。
加
工
品
の

材
料
は
も
ち
ろ
ん
南
阿
蘇
村
産
で
あ
る
。

⑸
支
援
の
成
果

流
行
り
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
が
あ
る
中
で
、
農
産
物

を
売
る
店
と
し
て
異
色
を
放
っ
た
の
か
、〝
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、

そ
の
場
で
焼
い
て
提
供
し
た
〝
焼
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、
南

阿
蘇
産
米
の
〝
お
に
ぎ
り
〞
が
特
に
好
評
で
完
売
し
た
。

阿
蘇
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
中
で
、
村
外
か
ら
の
来
場

所
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
域
ど
れ
農
産
物
等
を
直
に
見
せ

て
販
売
す
る
こ
と
で
非
常
に
大
き
な
P
R
効
果
を
上
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
買
う
人
の
表
情
、
食
べ
る
人
の
笑
顔

か
ら
手
応
え
感
じ
た
。

終
わ
り
に

ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
の
交
流
で

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
も
生
産
者
と
定
期
的
に
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
継
続
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
は
、
ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
加
え

て
、
熊
本
市
の
ス
イ
カ
産
地
の
収
穫
・
出
荷
の
支
援
も
開
始

し
た
。
ス
イ
カ
は
重
量
野
菜
で
、
高
齢
農
家
に
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

南
阿
蘇
村
の
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
ゴ
ル

フ
場
が
経
営
譲
渡
の
関
係
か
ら
、
令
和
六
年
度
は
イ
ベ
ン
ト

自
体
が
開
催
で
き
ず
活
動
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
、
村
で
は

農
業
公
社
を
中
心
に
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
特
産
物

の
オ
ー
ナ
ー
制
に
活
用
す
る
な
ど
、
懸
命
な
地
域
お
こ
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
協
定
を
活
か
し
た
効
果
的
な
活
動
を
村
と

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

PR販売する弊社社員と村の職員

消費拡大連携

南阿蘇村

生産者

何を売るかや
商品の調達等に
関する調整、諸届に
関すること

販売・PR

公社 小売り その他

東急建設

人的支援や
PRに関すること
その他出店調整
（無償）

※行政の振興方針に沿う活動と
　なるよう村と協定締結

協定のアウトライン

アスパラと小分けした食べ比べ米 イチゴ味のポップコーンなど加工品の品々

南阿蘇村の主な農産物

た
。
手
間
だ
が
、
ヘ
タ
の
未
処
理
が
原
因
で
運
搬
時
に
他
の

ミ
カ
ン
の
皮
を
傷
つ
け
、
そ
こ
か
ら
雑
菌
が
浸
入
し
保
存
中

に
腐
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑸
支
援
の
成
果

休
憩
も
昼
食
も
ミ
カ
ン
園
で
受
入
農
家
と
一
緒
に
と
っ

た
。
話
が
弾
み
、
栽
培
管
理
の
大
変
さ
、
後
継
者
問
題
、
地

域
の
農
業
の
問
題
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
交
流
が

深
ま
っ
た
こ
と
で
、
生
産
者
へ
の
理
解
や
食
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
継
続
的
な
支
援
活
動
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
一
番

の
成
果
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
の
情
報
を
熊
本
県
内
の
東
急
グ
ル
ー

プ
各
社
に
も
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
の

支
援
に
拡
大
し
た
こ
と
も
非
常
に
意
義
深
か
っ
た
。

他
方
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
確
保
が
難
し

く
、
収
穫
適
期
も
限
ら
れ
る
中
で
の
支
援
は
非
常
に
助
か
っ

た
、
と
感
謝
さ
れ
た
。

地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
産
地
を
支
え
る
一
助
に
な
っ
た
と
確
信
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
の
広
が
り
に
期
待
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
で
の

地
域
農
産
物
の
販
売

⑴
南
阿
蘇
村
の
熊
本
地
震
被
害

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
熊
本
地
方
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に
、
十
六
日
に
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
本
震
が
襲
い
最
大
震
度
七
を
記

録
し
た
。
南
阿
蘇
村
（
以
下
「
村
」
と
い
う
。）
で
は
、
強

い
揺
れ
と
と
も
に
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
が
村
の
各
所
を
襲
っ

た
。
崩
壊
土
砂
は
、
大
動
脈
の
国
道
五
七
号
線
を
寸
断
し
阿

蘇
大
橋
を
飲
み
込
み
、
河
陽
地
区
で
は
住
宅
団
地
を
襲
い
多

数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
被
害
は
、
村
全
体
で
三
一
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
家
屋
被
害
は
半
壊
以
上
が
一
六
〇
〇
棟
を

超
え
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
、
農

地
や
農
業
用
施
設
へ
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
容
易
い
。
主
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。

⑵
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

阿
蘇
大
橋
の
落
橋
箇
所
に
程
近
い
所
に
弊
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
〝
阿
蘇
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
〞（
以
下
「
ゴ
ル

フ
場
」
と
い
う
。）
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
場
も
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
全
損
、
コ
ー
ス
や
駐
車
場
に
は
一
m
を
超
す
段
差
の
地
割

れ
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
約
二
年
間

の
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
復
旧
の
過
程
で
は
地
域
か
ら

の
多
く
の
助
け
を
も
ら
い
、
よ
う
や
く
平
成
三
十
年
七
月
に

全
面
営
業
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
の
営
業
再
開
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
へ
の
感
謝
と
地
震

か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
何
か
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
村

と
も
相
談
し
た
結
果
、
弊
社
を
含
む
東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
で

協
力
し
て
、
復
興
し
た
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
地
震
発
生
の

毎
年
四
月
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
令
和
元
年
度
に
初
回
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
合
わ
せ
た
年
も
あ
っ
た
が
、
令

和
五
年
ま
で
に
四
回
開
催
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
を
終
日
無
料
で
開
放
し
、
村

の
復
興
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
（
国
土
交
通
省
協
力
）、
警
察
・

消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
、
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
を
一
般
開
放
し
、
草
ス
キ
ー
、
ミ
ニ
動
物
園
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
※
や
県
出
身
の
元
J
リ
ー
ガ
ー
を
呼
ん
で
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、家
族
が
終
日
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
、

多
い
年
に
は
約
四
千
人
が
来
場
し
た
。

※
木
に
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
登
る
遊
び

１mを超える段差の発生とクラブハウスの全損

阿蘇東急ゴルフ場の被害

復興イベント「阿蘇東急でアソぼう♪」

⑶
南
阿
蘇
村
と
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協

定
を
締
結

イ
ベ
ン
ト
を
重
ね
る
中
で
、
地
震
か
ら
の
復
興
の
歩
み
を

皆
で
教
訓
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
元
を
よ
り
盛

り
上
げ
て
い
く
試
み
は
出
来
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
こ
え

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
三
月
、
弊
社
と
村
で
「
地

域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
結
び
、
農

業
の
復
興
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
行
政
の
振
興
方

針
に
沿
う
形
の
活
動
が
一
番
良
い
と
考
え
、
村
と
の
協
定
締

結
を
選
択
し
た
。

協
定
は
、
何
を
P
R
し
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
か
は
村
の

意
向
が
最
大
限
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い

る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
弊
社
が
P
R
を
含
め
お
手
伝
い
し

ま
す
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
む
案
件
毎
に

生
じ
る
細
か
な
決
め
事
は
、
別
に
覚
書
を
結
び
対
応
す
る
よ

う
に
し
た
。

⑷
熊
本
地
震
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
農
産
物
を
販
売

協
定
の
第
一
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、
前
記
で
紹
介
し
た

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
東
急
で
ア
ソ
ぼ
う
♪
」
で
、
地
域
で

採
れ
る
農
産
物
や
加
工
品
を
P
R
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
村
と
協
力
し
て
出
店
し
た
店
舗
の
名
は
「
南
阿
蘇
み
な

も
と
」
で
あ
る
。

店
舗
の
場
所
確
保
、
設

営
、
陳
列
机
の
設
置
を
主
に

弊
社
が
行
い
、
販
売
品
の
手

配
、
搬
入
は
主
に
村
が
行
っ

た
。
商
品
の
陳
列
や
販
売
は

両
方
で
協
力
し
て
行
っ
た
。

代
表
的
な
農
産
物
を
写

真
に
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
春
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
冷
た
く
清
ら
か
な
阿
蘇

の
水
で
育
っ
た
小
分
け
し

た
有
機
食
べ
比
べ
米
、
お
に

ぎ
り
、
村
で
生
産
加
工
さ
れ

た
イ
チ
ゴ
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
生
姜
シ
ロ
ッ
プ
、
味
噌
な
ど
を
販
売
し
た
。
加
工
品
の

材
料
は
も
ち
ろ
ん
南
阿
蘇
村
産
で
あ
る
。

⑸
支
援
の
成
果

流
行
り
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
が
あ
る
中
で
、
農
産
物

を
売
る
店
と
し
て
異
色
を
放
っ
た
の
か
、〝
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、

そ
の
場
で
焼
い
て
提
供
し
た
〝
焼
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
〞、
南

阿
蘇
産
米
の
〝
お
に
ぎ
り
〞
が
特
に
好
評
で
完
売
し
た
。

阿
蘇
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
中
で
、
村
外
か
ら
の
来
場

所
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
域
ど
れ
農
産
物
等
を
直
に
見
せ

て
販
売
す
る
こ
と
で
非
常
に
大
き
な
P
R
効
果
を
上
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
買
う
人
の
表
情
、
食
べ
る
人
の
笑
顔

か
ら
手
応
え
感
じ
た
。

終
わ
り
に

ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
の
交
流
で

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
も
生
産
者
と
定
期
的
に
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
継
続
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
は
、
ミ
カ
ン
の
収
穫
支
援
に
加
え

て
、
熊
本
市
の
ス
イ
カ
産
地
の
収
穫
・
出
荷
の
支
援
も
開
始

し
た
。
ス
イ
カ
は
重
量
野
菜
で
、
高
齢
農
家
に
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

南
阿
蘇
村
の
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
ゴ
ル

フ
場
が
経
営
譲
渡
の
関
係
か
ら
、
令
和
六
年
度
は
イ
ベ
ン
ト

自
体
が
開
催
で
き
ず
活
動
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
、
村
で
は

農
業
公
社
を
中
心
に
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
特
産
物

の
オ
ー
ナ
ー
制
に
活
用
す
る
な
ど
、
懸
命
な
地
域
お
こ
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
協
定
を
活
か
し
た
効
果
的
な
活
動
を
村
と

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

PR販売する弊社社員と村の職員

消費拡大連携

南阿蘇村

生産者

何を売るかや
商品の調達等に
関する調整、諸届に
関すること

販売・PR

公社 小売り その他

東急建設

人的支援や
PRに関すること
その他出店調整
（無償）

※行政の振興方針に沿う活動と
　なるよう村と協定締結

協定のアウトライン

アスパラと小分けした食べ比べ米 イチゴ味のポップコーンなど加工品の品々

南阿蘇村の主な農産物
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